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進
捗
状
況
説
明

委託業務H24.12.28完了
工事請負H25.10.31完了
繰り越しを行ったが、当初予定していた以上の成果が出た。

実　績

委託業務完了
工事請負完了

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

阿佐地区避難道路整備事業
工事請負(総延長570m)

目　標
委託業務完了
工事請負完了

実　績

達
成
状
況
説
明

H24.10.3　　委託契約
H24.11.29　改定契約（620千円）予算残額7千円
H24.12.28　委託業務完了
H25.1.31 　工事請負契約
H25.9.11 　改定契約（2,344千円）
改定理由
　Ｌ型擁壁の延長、起点側水路（道路横断）は、老朽化が進んでおり改修する必要があるため。
H25.10.31　工事請負完了

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標
委託業務完了
工事請負完了

実　績
委託業務完了
工事請負繰越

予算の状況の説明
請負工事の当初計画では、80ｍ程度の整備予定であった.。しかし、住民からの強い要望により林道を終点とする延長約
570ｍを整備することになったことから、設計を再度検討したことにより、年度内実施が困難となり請負工事が繰り越しと
なった。不要額については入札残である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

阿佐地区避難道路整備事業
工事請負(総延長570m)

執行率（％）(B/A) 43.1% 100.0%

次年度繰越額 47,704

うち交付金充当額 28,888 38,163

B．執行済額 36,110 47,704

A．計(b+d) 83,821 47,704

(d)繰越額 － 47,704

(c)増減額(b-a)

(b)予算現額 83,821

(a)当初予算額 83,821

実施方法  　 □直接実施　　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（工事請負　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度（繰越） 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

産業振興課
事業実施

（予定）年度
平成２４年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
III-10-(2)

事業内容 地震津波等発生時において村内で孤立する集落及び観光客の安全を図るため高台へ通じる避難道路確保のため整備を行う。

市町村名 座間味村

平成２４年度（繰越）沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－① 阿佐地区避難道路整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所
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災害に強い県土づくりと防災体
制の強化

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○　業者は指名参加願いに提出された登録事業者のなかか
ら
選出し指名競争入札を実施した。

○　予算規模は適正な規模だと考えられる。

○　費用、用途については目的に則したものだと考えられる。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

83,814 83,814 67,051

５,８７０千円

阿佐地区避難道路整備事
業に伴う委託業務

阿佐地区避難道路整備事
業に伴う委託業務

16,763

座間味村
83,814千円

請負工事費 (有)岸本組

77,944千円 47,704千円

委託業務 （株）芝岩エンジンアリング

５,８７０千円

避難訓練の実施。
課題等を明確にし、住民、行政が協同で方針を住民会議で周知する。
観光客が一目でわかる避難ル－トを示す掲示板の設置。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・阿佐集落は、安護の浦湾の奥地に面しているため、津波が押し寄せてきた
場合は、東日本沿岸同様波のはけ口がないことから大きな被害が想定され
るため整備した。
・本村に訪れた、不意な災害等で観光客が迅速に避難できるかが懸念され
る。

・避難道路を活用しての避難訓練の実施。(関係機関との調整)
・老人、子供、観光客への誘導方法マニアル作成(関係機関との調整)
・観光道路とリンクした活用で更に避難道として有効利用する


